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はじめに
Google では、生い立ちやバックグラウンドにかかわ
らず、誰もが質の高い学習を受ける権利があると考
えています。 

今日、教室や自宅をはじめ、どこにいても学べる機会
を得られることが、かつてないほど重要になっていま
す。

世界的規模の差し迫った問題や加速する技術革新
などによって社会が発展するにつれて、学びの内容
や方法も進化していくでしょう。具体的には、世界規
模の問題に取り組み、生涯にわたって学び続けるた
めの新しい考え方やスキルセットが必要になると考
えられます。また、よりパーソナライズされた学習環
境を幅広く提供することで、指導・学習方法が改善さ
れ、学習ツールや学習者の成長をより効果的に評価
する方法が開発されるといった進化も起こるでしょ
う。これらは教育者、生徒、家族の目標を最大限にサ
ポートすることを目的としています。 

激変する未来に向けて、教育の役割はどうあるべ
きでしょうか？そして、教育はどのような形になるで
しょうか？Google はこの問いに答えるために、調査
パートナーの Canvas8 と共同で、24 か国を対象国
際調査を実施しました。この調査では、94 名の教育
専門家によるインサイト、2 年分の査読済み学術文
献、教育分野のメディア記事の分析をまとめていま
す。また、世界規模の非営利団体である American 
Institutes for Research が、この調査のアドバイザー
とコンサルタントの役割を担いました。そして調査の
結果を、教育の未来をテーマにした 3 部構成のレポ
ートにまとめました。

本レポートは、「パート 2:   
指導と学びの方法を進化させる」です。

マズローの欲求階層説のように、教育のニーズにも段
階があることを、Google は認識しています。未来に向
けた取り組みに着手できる余裕のある教育者やリー
ダーがいる一方で、生徒の出席状況や読み書き能力と
いった目下の問題の対応に追われているという方々
もいます。この状況を踏まえると、教育の未来を形作る
のはたった 1 つの変化の波ではなく、複雑で多様性の
あるプロセスだと考えられます。また Google は、教育
の役割に関する考え方も市場間や市場内で大きく異
なることを認識しています。したがって、未来について
包括的あるいは画一的な見方を提示する考えはあり
ません。

この調査により教育の未来を示すトレンドについて
共通理解を得る一助となれば幸いです。さらに、すべ
ての学習者と教育関係者の成功を手助けできるよう 
Google が一緒になって取り組める内容について、アイ
デアや議論が生まれることも願っています。 

皆様のお力添えに感謝を申し上げます。

Shantanu Sinha
Google for Education 
バイス プレジデント
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エグゼクティブ サマリー
この 2～3 年間で目の当たりにした教育の世
界の激変ぶりは、誰にも想像がつかなかった
のではないでしょうか。Google が意見を伺っ
た教育専門家のよると、近年のテクノロジー
の進歩が指導や学びに対する考え方を進化さ
せ、1 対多のモデルから個々に合わせたアプロ
ーチへと移行がみられるといいます。このアプ
ローチでは教師の役割も進化しています。 
最新の没入型テクノロジーがもたらす可能性
は、「どう学ぶか」という枠組みさえも変え始め
ています。

このレポートに示されている見解および意見は各専門家自身によるもので、必ずしもその
専門家が所属する団体、機関、組織の見解や立場を反映するものではありません。 

エグゼクティブ サマリー
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調査で明らかになった、教
育の進化を推進する 3 つ
の主要トレンド

トレンド  1 

個別最適化された学びを 
提供する 
人工知能（AI）やアダプティブ テクノロジ
ーの発展により、教育者は学習者のい
る場所で、各自のニーズに合わせた学
習体験を提供できるようになりました。 

トレンド  2

学びのデザインを 
再考する 
新しいテクノロジーがより身近になるな
かで、いかにして魅力的かつ充実した学
習体験を提供できるかを教育者が模索
しています。

トレンド  3

教師の役割を引き上げる 
教育をとりまく環境の変化に伴い、教師
という存在は 「知識の門番」から「学びの
指揮者」へと変わりつつあります。

エグゼクティブ サマリー
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人工知能（AI）やアダプティブ テクノロジーの
発展により、教育者は学習者のいる場所で、各
自のニーズに合わせた学習体験を提供できる
ようになりました。
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学習者の個別ニーズを満た 
すテクノロジー活用術とは？

ハーバード大学の心 / 脳 / 教育プログラムでディレク
ターを務めた Todd Rose 氏は、2016 年に出版された
書籍『The End of Average（邦題: 平均思考は捨てな
さい）』の中で、世界の学校教育における重大な問題
とは、実際には存在しない「平均的な学習者」に合わ
せて設計されていることであると主張しました。この
主張は、教育者が数十年の間取り組み続けている「ど
のように学びのプロセスを各生徒に合ったものにする
のか」という根本的な懸念と同じものです。  

教育のパーソナライズでは、学習者各個人のニーズ
や興味を反映して、それぞれに合わせた学習体験を
作り出すことで、生徒の参加促進と成績向上を目指
します1。またパーソナライズされた学習体験は、一
人ひとりの学習状況に合わせて教育をデザインす
るため、教育における機会不平等の改善につなが
る可能性も秘めています。つまり、あらゆる学習者が
能力やバックグラウンドを問わず、学ぶために必要と
している最適かつ的を絞った支援と教材を利用でき
るようになります。 

パーソナライズされた学習
体験は、教育における機会
不平等の改善につながる可
能性も秘めています。

トレンド 1:  個々に合わせた学びを提供する
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個々に合わせた教育を実現す
る 3 つの方法

1 指導の個別化
各学習者の学びの希望に合わせた指
導。学習目標は全生徒で共通ですが、
その指導の方法やアプローチは、各生
徒の希望よって異なります。効果的なア
プローチについての研究報告も加味し
ます2。

2 学習の個別化
さまざまな学習者の学習ニーズに寄
り添った指導。学習目標は全生徒で
共通ですが、生徒は自身の学習ニー
ズに応じて思い思いの進度で学習を
進めることができます。たとえば、あ
る単元の学習を他の生徒よりも時間
をかける。学習済み単元を飛ばす。あ
るいは、理解が進んでいない単元を
繰り返して学習する生徒もいるでし
ょう3。

3 パーソナライズ（指導と学習
両方の個別化）
学習ニーズに寄り添い、学習の好みに合
わせ、さまざまな学習者の特定の興味に
合わせた指導。完全にパーソナライズさ
れた環境では、指導方法や学習ペースと
同様に、学習の目標とコンテンツもすべ
て異なるものになる可能性があります（
パーソナライズには指導の個別化と学習
の個別化の両方がが含まれます）4。

トレンド 1:  個々に合わせた学びを提供する
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個々に合わせた教育を提供する取り組みは、これまで
も長年続けられてきました。そして今、AI の進歩により
今までは夢物語だったスピードと規模で実現できるよ
うになりました。現在の AI は、学習中に 1 対 1 のフィー
ドバックをリアルタイムで提供できるまでに進歩してい
ます。テクノロジーが高度に進化するにつれて、この「
バーチャル学習パートナー」はさらに有能さを増すば
かりです。実際に指導を行ったり、生徒に思考を促した
りすることさえできるようになるでしょう5。AI を活用し
た支援は、学校指定のラーニングプラットフォーム以外
でも実用化されています。デジタル アシスタントはすで
に、多くの生徒が宿題に取り組むときの身近な相談相
手になっています6。こうした点も考慮すると、全世界の

スマート スピーカーの設置台数は、今後数年間で約 6 
億 4,000 台に達し、その多くが自宅に設置されると予
測されています7。  

個々に合わせた学習を提供するには、的を絞ったサポ
ートを生徒にその場で提供するだけでなく、自分に関
係があると各生徒が感じられる教育コンテンツを作成
することも重要です。研究によると、生徒が学校で学ぶ
内容との関連性を感じられると、生徒の参加、充実感、
成績にプラスの影響を与えられることが明らかになっ
ています8。 

トレンド 1:  個々に合わせた学びを提供する
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“ 教育は、個々に合わせたものであるべきです … 
学びは社会的なプロセスだからです。対面方式
の学習空間は、共に過ごす時間を最適に活用
し、考えうる限り最大限に協働できるよう、再編
される必要があります。

Valerie Hannon 氏 
Innovation Unit 共同創設者、英国

一方、コンテンツやカリキュラムに関連性を見いだせな
いと学習者が感じれば、参加の重要なリスク因子であ
る学校への所属意識が低下する可能性があります9。こ
のことにより、パーソナライズされた適応型教材を提供
する絶好の機会が生まれます。特に教育コンテンツに
おいてさまざまな社会集団の「多様性が十分に取り上
げられていない」という問題が存在する場合、あらゆる
生徒が関連性と希望を見出し、自分が受け入れられて
いるという感覚を育める効果を期待できます10。 

また、教育コンテンツと教育の提供を、さまざまな学習
者の多様なニーズに適応できるようにすることも、優先
されるべき事項です。たとえば、認知、視覚、聴覚などの
障がいや身体欠損のある生徒は、学習において個別の
ニーズを抱えています。障がいを持つ人々の学ぶ機会
を拡大して維持し、その質を高めるツールである新しい
種類の支援技術（AT）の発展が、教育現場の内外でそう
した個別のニーズに対応できる新たな解決策への扉を
開くでしょう11。 

トレンド 1:  個々に合わせた学びを提供する
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Google – 教育の未来

障がいを持つ 0～17 歳の子どもの割合
ヨーロッパ・
中央アジア

東アジア・
大平洋諸国

南アジア

64.4m

東アジア・太平洋諸国

43.1m

アフリカ西部・中部

41.1m

アフリカ東部・南部

28.9m

中近東・
北アフリカ

20.9m

ラテンアメリカ・
カリブ海諸国

19.1m

ヨーロッパ・
中央アジア

10.8m

北アメリカ

8.0m

北アメリカ ラテンアメリカ・
カリブ海諸国

アフリカ
東部・南部

南アジア 中近東・
北アフリカ

西・中央アフリカ

World

注:  円のサイズは、各地域における障がいを持つ子どもの割合を表しています。  
出典:  ユニセフ「Seen, Counted, Included: Using data to shed light on the well-being of children with disabilities」（2022 年）

障がいを持つ 0～17 歳の子どもの人口

注:  この全世界推計は、0～17 歳の子どもの世界人口の 84 パーセントを占める、103 か国の部分集合を基に作成されています。各地域の推
計値は、その地域の子どもの人口の 50 パーセント以上を占める データを表しています。 
出典:  ユニセフ「Seen, Counted, Included: Using data to shed light on the well-being of children with disabilities」（2022 年）

トレンド 1:  個々に合わせた学びを提供する

https://data.unicef.org/resources/children-with-disabilities-report-2021/
https://data.unicef.org/resources/children-with-disabilities-report-2021/
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支援技術の種類12

ローテク 
すぐに利用でき、安価で、バッテリーや電力を
通常必要としないテクノロジーを指します。
例としては、視覚支援ワークシートや鉛筆グ
リップが該当します。

ミディアムテク 
この種類のテクノロジーは通常デジタル式
で、バッテリーなどの電源を必要とする場
合があります。例としては、音声電卓やデジ
タル レコーダーが該当します。

ハイテク
一般的にはコンピュータを利用したデバイ
スで、高度な機能を搭載している傾向にあ
ります。各生徒の個別ニーズに応じてカス
タマイズすることが可能です。例としては、
音声認識ソフトウェアやタブレットが該当し
ます。

教育は慣習的に一斉一律型のアプローチであり続けてきましたが、
学びは一人ひとりのものです。AI の可能性は、教育者やリーダーが
一人ひとりに向けて指導をカスタマイズするのをサポートできる点
や、生徒にリアルタイムのフィードバックや追加の支援を提供できる
点、ひいてはあらゆる生徒が、ニーズや能力に関係なく、自分たちの
存在や声を受け止めてもらっていると感じられる状況を作り出せる
という点にあります。 

トレンド 1:  個々に合わせた学びを提供する



13 Google – 教育の未来

パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

“ 最も画期的だったのは、教師と
生徒が自分たちのモチベーショ
ンに合わせて利用する情報、ソリ
ューション、教育テクノロジーの
種類を実際に選択できるように
なったことでしょう。教育や学習
への新たな情熱を生み出すこと
につながると思います。

Thor Ellegaard 氏
EduHub ハブ ディレクター、Danish Learning Analytics Network 元取締役、デンマーク

13 トレンド 1:  個々に合わせた学びを提供する
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実行されているアイデア | 米国

的を絞った介入
Carnegie Learning などの教育プラットフォームは、AI を活用して教師の宿題関連作
業や授業計画作成の合理化をサポートするとともに、クラス全体の状況や個別の生
徒の行動に関する詳しいインサイトを提供しています。これにより、改善を要する領域
に的を絞った支援を教師が授業中に提供できます。Carnegie Learning のデジタル学
習コーチの MATHiaU は、AI を駆使して生徒の学習ニーズに段階的に細かく適応し、
リアルタイムの個別フィードバックや状況に応じたヒントを生徒に提供します13。

トレンド 1:  個々に合わせた学びを提供する



15

パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

実行されているアイデア |イスラエル、米国

教材にまつわる固定観念を
打破する
エルサレム・ヘブライ大学とテック企業の WolframAlpha のパートナーシップの
下、AI を活用して幅広い科学の質問に答えてくれる「バーチャル・アインシュタイン」
が開発されました14。このテクノロジーを効果的に利用すれば、デジタルで提供され
る教材（動画、オンライン教科書など）にさまざまな学習者の個性をより効果的に反
映させることができ、多様性に欠ける教材を補完できる可能性があります。たとえば 
STEM 教材に応用された場合、歴史的なジェンダーの固定観念をくつがえす新たな
キャラクターを作るという利用方法が考えられます15。

トレンド 1:  個々に合わせた学びを提供する
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実行されているアイデア | オランダ

AI を活用した革新的な 
支援技術
オランダに拠点を置く支援技術開発企業の Envision は、Google Glass のハードウ
ェアを利用して開発したスマートグラスを 2020 年に発表しました。このスマートグ
ラスは AI を駆使し、手書き文字の読み上げや、友人や家族の名前の読み上げなど
の音声出力を通じて、視覚に障がいのある人々が社会生活の各種場面を円滑に把
握できるようサポートします16。 

トレンド 1:  個々に合わせた学びを提供する
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Google の 
視点
個別最適化された学びを提供する

Google は、AI の可能性やその他の先進技術の可
能性が、人々に力を与え、現在と未来の世代に恩恵
をもたらし、社会全体の利益に資すると信じていま
す。教育における AI とは、学習者に 1 対 1 のサポー
トとリアルタイムのフィードバックを提供することに
より、一人ひとりに合わせた学びを実現できる可能
性を秘めています。たとえば、皆さんが数学の問題
に行き詰まっている生徒であるとしましょう。クラス
には 20 人以上の生徒がいて、すぐに質問できない
可能性があります。この状況にイライラしたり、だん
だん自信をなくしたりしてしまうかもしれません。こ
こで、まったく別のシナリオを思い浮かべてみてくだ
さい。同様の生徒が、先に進むために必要な内容を
的確に教えてくれるヒントや動画を通じて、リアルタ
イムのサポートを受けられるのです。どのように解き
方を変えればよいかを自分で理解して問題に正解
し、自分の学ぶ力に自信を持てるようになります。

トレンド 1:  個々に合わせた学びを提供する

https://ai.google/principles/
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これは、Google Classroom の演習セット（本稿執筆
時点でベータ版）の根底にあるコンセプトです。演習
セットでは、宿題に取り組む生徒が自分の回答に即
時フィードバックを受けられるほか、図解や動画を
使ったリアルタイムのサポートを利用できます。生徒
が正解すると楽しいアニメーションと紙吹雪が画面
に表示される仕掛けもあります。ある 5 年生の生徒
は、これを「魔法だ」と表現しました。Google では、
この魔法を「AI の力」と呼んでいます。

AI を教育に取り入れると、生徒の学習方針に合わせて
コンテンツをパーソナライズすることが可能になり、生
徒の勉強やスケジュールの状況に合わせられるように
なります。これは、Google Cloud のラーニング プラット
フォームとインタラクティブ チューターの機能の一つで
す。教育機関で導入可能なクラウドベースのインタラク
ティブ チューターは、生徒が重要な概念を習得する際
の助けとなる学習コンテンツの作成を支援します。たと
えば、インタラクティブ チューターが読書教材を基に的
を絞った質問群を生成して、生徒が自分の学習ニーズ
に合った方法で概念を理解し実践できるようサポート
できます。 

https://blog.google/outreach-initiatives/education/theanywhereschool-classroom/
https://cloud.google.com/blog/topics/public-sector/new-google-cloud-student-success-services-help-educators-scale-individualized-learning
https://cloud.google.com/blog/topics/public-sector/new-google-cloud-student-success-services-help-educators-scale-individualized-learning
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数多くのユースケーがあるなかで、AI は世界の識字
率の向上にも貢献できます。これは、子どもが自分
で読む力を伸ばせるアプリの Read Along の開発の
裏側にある考え方で、読書アシスタントの Diya の助
けを借りながら学ぶことができます。過去 3 年間で 
3,000 万人以上の子どもが Read Along でストーリ
ーを読み、その回数は 1 億 2,000 回を超えました。
このアプリは、Google の高度なテキスト読み上げ
テクノロジーと音声認識テクノロジーを駆使して、
読み手である子どもたち一人ひとりに合わせたサ
ポートを提供します。インドの 200 か所の村で行わ
れたアプリの予備調査では、アプリを利用した調査

参加者の 64% に読む能力の向上が見られ、この調査
に参加した保護者の 95% が「もしこのアプリをスマー
トフォンに残しておけるなら、子どもにアプリを引き続
き使わせるだろう」と回答しました。

Google レンズなどのツールは AI を活用し、動植物の
特定から 100 以上の言語のテキスト翻訳まで、あらゆ
る年齢層の学習者が身の回りの世界を理解するのを
手助けします。生徒が問題を写真に撮れば、数学、歴
史、化学、生物、物理などの科目の解説、動画、ウェブの
検索結果をすぐに確認できます。

トレンド 1:  個々に合わせた学びを提供する

https://readalong.google/
https://blog.google/outreach-initiatives/education/read-along-web/
https://unesdoc.unesco.org/ark:/48223/pf0000382661.locale=en
https://lens.google/
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個々に合わせた学びを提供することのもう一つの
側面は、あらゆる生徒が自分に最も合った方法で各
自を表現し、情報にアクセスするために必要なツー
ルを持てるようにすることです。Google の教育関連
ツール内にユーザー補助機能が組み込まれている
のは、そのためです。たとえば、スクリーン リーダー
や更新可能な点字ディスプレイの利用者のために、
点字のコメントや選択箇所の読み上げ機能を追加
しました。Google ドキュメントの閲覧中に、コメント
や選択箇所のテキストの先頭と末尾が合図で伝え
られ、それとともにテキストの残りの部分が読み上
げられるようになりました。また、スクリーン リーダ
ーの利用者のために Gmail の代替テキスト編集機
能も実装し、画像の内容を追加できるようになって
います。書字障がいや運動障がいなどがある、書く
ことが困難な生徒の場合は、生徒が Chromebook 
でテキスト欄に話しかけて入力することが可能で
す。ステータス領域のマイクアイコンをクリックす
るか、Chromebook の検索キーと d キーを押すだ
けで、音声入力機能が使えます。こうした機能が実
際に利用されているのを目にするたびに、その有
用性が分かります。Google は、地域の学校に通う
聴覚障がいのある生徒を支援している、ある専門
家にインタビューを行いました。専門家とその生徒
は、Google Classroom のユーザー補助機能を利用
しています。たとえば、YouTube の動画では自動字
幕起こし機能を使い、Google Meet では字幕機能
を頼りにしています。加えて、学校集会中の情報アク
セス改善の取り組みをきっかけに、生徒主導のアク
セシビリティ改善活動が全校規模で立ち上がり、聴
覚障がいやアクセシビリティに関わる課題の認知度
向上につながりました。

個々に合わせた学び
を提供することのもう
一つの側面は、あらゆ
る生徒が自分を表現
するために必要なツー
ルを持てるようにする
ことです。

トレンド 1:  個々に合わせた学びを提供する

https://blog.google/outreach-initiatives/education/global-accessibility-awareness-day--2022/
https://blog.google/outreach-initiatives/education/global-accessibility-awareness-day--2022/
https://blog.google/outreach-initiatives/education/global-accessibility-awareness-day--2022/
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Google は、AI を生徒の学習体験に応用し、またあらゆるタイプの
学習者がツールを利用できるようにすることで、生徒の学習状況
に合わせたサポートと、生徒が目指している目標の迅速な達成を
手助けできます。これは、Google が実現できる支援のごく一部に
すぎません。 





トレンド

2
学びのデザインを 
再考する 
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

新しいテクノロジーがより身近になるなかで、
いかにして魅力的かつ充実した学習体験を提
供できるかを教育者が模索しています。 

トレンド 2:  学びのデザインを再考する
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

学びのデザインを新しいテクノロジーで
どのように拡張できるか
この 10 年間で、技術革新が目覚ましいペースで進み
ました。それに伴って、バーチャル リアリティ（VR）ヘッ
ドセット、メタバース、拡張現実（AR）といった、かつて
は SF の域を出なかった技術が、日常生活の一部にな
りつつあります17。特に若い世代での普及拡大を背景
に、また AR や VR を「21 世紀の学習補助教材」になり
うる「画期的なテクノロジー」と紹介する賛同者の存
在もあり、これらのツールを教室の中で活用する方法
について、教育者は熱い視線を注いでいます18,19。

こうした興奮を抑えているのは現実主義す。Google 
がインタビューを行った複数の専門家が一貫して主
張していたのは、これまで満たせなかった生徒のニ
ーズを満たせるという、新しいテクノロジーならでは
の特徴に焦点を置くべきだという点です。新しいテク
ノロジーがなければ実現できない、新しい学習体験
を作り出すことに注力すべきだという指摘もありま
した。

トレンド 2:  学びのデザインを再考する



9,00019

8,00028

3,00035

1,085

29 26 50 95 176 407

1,081
1,545

1,919

2,385

3,101

26

パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

ゲームの成長
2015～2025* 年の全世界のゲーム プレーヤー人口

*予測 
出典:  Newzoo「Global Games Market Report」（2020 年）、Newzoo「Global Games Market Report」（2022 年）

AR / VR ヘッドセットの全世界出荷台数
2021-2026*

*予測  
出典:  IDC「Worldwide Quarterly Augmented and Virtual Reality Headset Tracker」（2022 年）

トレンド 2:  学びのデザインを再考する

https://newzoo.com/insights/articles/games-market-engagement-revenues-trends-2020-2023-gaming-report
https://newzoo.com/products/reports/global-games-market-report
https://www.idc.com/promo/arvr
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

“ これらのテクノロジーにより、生徒は先生
になりつつあります。私たちはいま、自分
で学ぶ思考を育むことができる、好奇心の
世代を作り出しているのです。

Philippe Longchamps 氏
2020 年 スウェーデン Teacher of the Year アワード受賞者、2021 年バーキー
財団 Global Teacher Prize ファイナリスト、スウェーデン

視覚テクノロジーや没入型テクノロジーを活用できる
分野の一つが、体験学習です。体験学習、つまり「やって
みることを通じた学び」は、実際の体験を多く取り入れ
ることで学びを深めることを目的とした、確立された指
導方法です20。しかし教師にとっては、この類の学習は
複雑で、高額な費用がかかり、現実的ではない場合が
あります。テクノロジーを活用すれば、こうした学習体
験も実現可能です。たとえば拡張現実を利用して疑似
的な実験室を作り、生徒を原子炉の内部に入らせて核
分裂のプロセスを理解させることができます。その他に
も実世界ではありえない体験ができます21。

トレンド 2:  学びのデザインを再考する



28

パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

新しいタイプの学習デザインに影響を与えているもう
一つの分野が、ゲーム テクノロジーです。2022 年のア
クティブなゲーム プレーヤーの全世界人口は 32 億
人。過去 10 年間だけで 10 億人増加しています22。 
ゲーム学習、つまりゲームの特長を取り入れた学習
が、自律型のアクティブ ラーニングへの移行と相まっ
て、著しい成功を収めています23。 

ゲームは、結果や失敗を気にすることなく試行錯誤で
きるため、もう一度挑戦するモチベーションを引き出
すことができます24。ゲームを学習に応用すると、成長
意欲を高められることがわかっています25。また、教育
向けに調整が加えられたゲームは、コラボレーション、
チームワーク、複雑な問題解決といった需要の高いス
キルを育てる、ユニークな「サンドボックス環境」を提
供しています26。たとえば、共感の指導に特化したゲー
ムの「Crystals of Kaydor」を使った調査研究では、相
手の立場に立って考えるなどのスキル習得を、ゲーム
がいかに促進できるかを明らかにしています27。

ゲームは、結果や失敗を気
にすることなく試行錯誤で
きるため、もう一度挑戦する
モチベーションを引き出す
ことができます。 

トレンド 2:  学びのデザインを再考する
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Google – 教育の未来

ゲーム学習と 
ゲーミフィケーションの違い

ゲーム学習
ゲームの枠組みを活かしたアクティブ ラー
ニングの学習体験の一種。特定の学習目標
や測定可能な成果が設けられている。

ゲーミフィケーション 
学習の面白さや魅力を高めることを目的
に、ゲームの要素や仕組みを既存の学習ア
クティビティに応用する手法。 

端的に言えば、ゲームは学習を面白く、魅力的なものに
するのに役立ちます。この基本理念は、Kahoot! の成功
の原動力となっています。100 か国以上の 25 億人を超
える生徒が利用経験を持つこのプラットフォームは、今
や教室でよく見かける備品になっています。Kahoot! を
分析した研究では、どのように、どんなタイミングで学習
に Kahoot! を活用すると、生徒の参加とモチベーション
の向上につなげられるかを明らかにしています28。

ゲーム学習を、スマートフォン デバイスを通じて教室外
での学びを促し、サポートする手段であると考える専門
家も存在します。ある研究では、スマートフォン用のシン
プルなゲームが、難民の子どもに読み書きを教えるの
に素晴らしい成果を上げたことがわかっています。難民
の子どもは、強制移住や言葉の壁などの要因を理由と
して、効果的な指導を受けることができません。たとえ
ば、アラビア文字を子どもに教えるスマートフォン用ゲ
ーム、Feed the Monster は、音や視覚を使った合図を組
み合わせて、文字、音節、単語の認識を促します。ゲーム
をプレイした子どもには、基礎的なアラビア語の読み書
きスキルと社会心理的健康の向上が見られたことが明
らかになっています29。 

教育の未来を考えるとき、AR や VR、ゲームといったテク
ノロジーは、生徒にとって面白く魅力的な学習体験をデ
ザインする独創的な方法を、教師が見出す助けになりま
す。一方で、こうしたテクノロジーは明確なニーズと目的
を支える存在であるべきであり、優れた指導というすべ
ての教師が持つ最も効果的なツールを補助するものと
して利用される必要があります。

トレンド 2:  学びのデザインを再考する
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パート: 指導と学びの方法を進化させる

“ 私たちは、到来するテクノロジー
のトレンドに見境なく飛びつくより
も、実際に使ってみる前に『このテ
クノロジーは、子どもに対する教
授法にどのようなメリットをもたら
すのか？』と常に問いかける必要
があります。テクノロジーが、どの
ように子どもの学びを実際に手助
けしてくれそうかという点に基づい
て判断されるべきです。

Simon Lewis 氏
Carlow Educate Together Primary School 校長、アイルランド

30 トレンド 2:  学びのデザインを再考する
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

実行されているアイデア | デンマーク、米国

「バーチャル校外学習」の新たな 
フロンティア
デンマークでは、中学 1 年生と 2 年生がグリーンランドへのバーチャル旅行に出か
け、気候変動の影響を調べました30。参加した生徒にはさまざまな項目で良好な結
果の有意な増加が見られました。その中には、個人の行動が変化を生み、行動した
いという意欲を生み出せるという意識も含まれていました。同様に、ユニセフとマ
サチューセッツ工科大学による Deep Empathy プロジェクトでは、紛争の犠牲者
に対する若者の共感力を高める新たな方法として、ディープ ラーニングのテクノロ
ジーと VR を駆使して、戦闘によって荒廃したボストンやロンドン、その他世界中の
都市の合成画像を制作しました31。 

トレンド 2:  学びのデザインを再考する
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Google – 教育の未来

実行されているアイデア | グローバル

遊びと学びの融合
2 億人以上のアクティブ ユーザーを抱える Roblox は、教育アプリケーションへの
投資を行っている世界で最も著名なゲーム プラットフォームの一つです32。2020 
年にパイロット版がリリースされた Digital Civility カリキュラムでは、20 時間の指
導がゲームを通じて提供され、ユーザーがインターネットのマナーを学びながら 
STEM スキルを伸ばせるようにすることを目指しています33。 

トレンド 2:  学びのデザインを再考する
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Google – 教育の未来

実行されているアイデア | 米国

探求型の学習を支援するプラット
フォーム
e ラーニング企業の Desmos（ユーザー数は 7,500 万人超）は、グラフ計算機など
の数学ソフトウェア ツールを学校での利用に対して無料で提供しています。同社の
プラットフォームでは「探求型アプローチ」を学習に取り入れており、抽象数学の問
題を視覚的かつ具体的に把握できます。たとえば方程式の値を変えると、その式が
視覚的に表現されます。クラウドベースのプラットフォームなので、生徒は自分のペ
ースで学習でき、変化やフィードバックをすぐに確認しながら多種多様な数学のトピ
ックを学べます34。

トレンド 2:  学びのデザインを再考する
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Google の 
視点
学びのデザインを再考する

新しいテクノロジーを教師が利用することで、学び
をより魅力的で臨場感あふれるものにできる可能
性があります。こうしたツールは、生徒が教室の中で
学ぶ内容の充実や、テクノロジーがなければ実現し
なかった学習体験の提供に貢献できます。Google 
は、臨場感のある学びを提供するお手伝いをするこ
とが、一人ひとりに合っていると思える学びにもつ
ながると信じています。 

トレンド 2:  学びのデザインを再考する
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Google – 教育の未来

たとえば AR を使うと、生徒やあらゆる年齢層の学習
者は世界中を探検して文化遺産を詳しく調べ、歴史
上の事件や現在起こっている事柄などへの新たな気
づきや正しい認識を得ることができます。恐竜を間近
で観察したいなら、Google Arts & Culture を利用す
れば、ビッグバンから古代生物、貴重な芸術作品ま
で、スマートフォンのカメラを使って実世界に 3D モデ
ルを投影できます。ベルサイユ宮殿ツアーや火星へ
の宇宙旅行など、科学技術、美術、地理、自然史を扱
う地球規模のバーチャル校外学習を行うことも可能
です。また Google Earth を利用すると、マルコ ポー
ロのアジアへの旅をたどったり、アラスカの氷河がど
れほど消失したかを計測したり、ワンクリックで世界
中を冒険できます。こうしたツールは臨場感あふれる
学習の提供に役立つのみならず、学習者一人ひとり
が自分の学びの過程に対する主体性を強めることに
も貢献します。

Google が大きな価値を見出しているもう一つのテク
ノロジーは、ゲーム型のインタラクティブな学習ツー
ルです。こうしたツールは、面白くて魅力的な学習体
験を作り出せる可能性を秘めています。

これは、Google Classroom アドオンを提供してい
る理由の一つです。アドオンにより、教育者と生徒は 
Classroom 内でワンクリックしてログインするだけ
で、ゲーム型授業から双方向型のプレゼンテーション
や動画、その他のツールまで、人気の高い各種教育テ
クノロジーのツールのエコシステムに簡単にアクセ
スできるようになります。たとえば、教育者は従来の
形式のテストを学習ゲームに変換できます。生徒はク
ラスメイトを応援しながらゲームで自分の知識を試
し、ポイントを競い合うことができます。 

トレンド 2:  学びのデザインを再考する

https://artsandculture.google.com/project/learn
https://artsandculture.google.com/project/ar
https://artsandculture.google.com/project/ar
https://artsandculture.google.com/project/expeditions
https://www.google.com/earth/education/
https://blog.google/outreach-initiatives/education/classroom-add-ons/
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Google – 教育の未来

こうしたテクノロジーは、生徒が新しいアイデアに触
れ、新しい学習体験を経験する助けとなる無限の可能
性を提供してくれますが、そのテクノロジーの支援を活
用する教師がいなければ効果を発揮しません。1 人の
優れた教師以上に、魅力的な学びを提供できる存在は
ありません。Google は、指導と学習の大転換をサポー
トすべく教師の方々と一緒に取り組むなかで、こうした
テクノロジーは学校の管理者が導入できるもう一つの
有益なツールであると捉えています。つまり、生徒の心
をつかんで学習意欲を高め、生徒が主体的に学ぶ力と
知識を兼ね備えたグローバル市民に成長できるよう、
教師が利用できるツールなのです。 

未来を考えるにあたり、面白く
魅力的で心に残る学習体験の
作成を支援でき、教室の内外で
学習者に学ぶ機会をもたらす
新しいテクノロジーの可能性
に、Google は期待しています。 





トレンド

3
教師の役割を引き
上げる
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

教育をとりまく環境の変化に伴い、教師という存
在は「知識の門番」から「学びの指揮者」へと変わ
りつつあります。

トレンド 3:  教師の役割を引き上げる
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

生徒中心の学びを支えるために、教師の役
割はどう進化していくか
教師の役割の変化は、過去数十年にわたり教育
専門家の間で議論されてきました。1993 年、カリフ
ォルニア州立大学サンマルコス校の准教授だった 
Alison King 氏は、人々の教師に対する考え方を「壇
上の賢人」から「寄り添うガイド役」へと転換するこ
とを支持しました35。同氏は、教師の知識を生徒が
受動的に受け取るという伝達型の指導モデルでは、
批判的思考、問題解決、革新性などの 21 世紀を生
きるために必須となるスキルを生徒に身に付けさ
せることはできない、と主張しました。

そうして過去数十年の間に、教師が生徒に知識を
伝えるという教師中心の教育様式は、生徒が自分
たちの学びの中で主体的かつ協働的な役割を担う
という生徒中心の学習アプローチへと変わってきま
した。 

トレンド 3:  教師の役割を引き上げる
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

“ 教師が教室の前方に立ち、生徒に何をするか伝えたり、昔な
がらの教科書の内容を教えたりするだけの日々はもう終わ
りました。生徒は、学習の中で自律性や自分らしさをもっと
発揮できるデジタル プラットフォームを通じて、もっと積極的
に関わることができます。

Keishia Thorpe 氏
2021 年 Global Teacher Prize 受賞者、英語学習サクセス コーチ、米国

テクノロジーが教育を取り巻く状況を変えていくにつれ、
生徒の情報へのアクセス、パーソナライズされた自立型
学習のオプションの急増という両方の点で、知識の門番
としての教師という概念は昔よりもずっと印象が薄くな
ったように思われます。教師の役割は、ある種のファシリ
テーターやメンター、つまり知識の伝達役から学びのデ
ザイナーへと変化してきました。教育者は今もなお情報
へのアクセスを提供してはいますが、現在では生徒の学
習体験を「指揮」して、生徒が複数の情報源や指示をもと
に調査と評価を行い、他の生徒と協力して知識を構築で
きる状況を持てるようにする必要もあります36。

 このような未来の教師の役割が切実に求められてい
る一方で、日々の現実に対処することもまた必要で
す。教師の役割拡大が期待されると同時に、世界中の
学校で教師不足が報告されています。これは今後大
きくなると予想されている問題です。ユネスコの予測
によると、2030 年までに必要となる新たな教員数は 
6,900 万人で、これは現在のペースが続けば達成が
難しくなるでしょう37。 

教師の役割の引き上げでボトルネックとなっているの
は、教師という職業の地位にマイナスの影響を与えて
いる低賃金、専門能力開発の欠如、増え続ける業務
量などの複数の要因です38。これらの課題は 新型コ
ロナウイルス感染症の世界的流行によって大きくな
り、教師の疲弊の重大なリスク因子である燃え尽き症
候群への懸念が高まりました39。

トレンド 3:  教師の役割を引き上げる
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

フィンランドなどの国では、新たに教員になるため
の水準の引き上げ、担当クラスにおける教師の自主
性や裁量の拡大、労働条件の改善を組み合わせる
ことで、教職員の地位向上につなげています40。しか
し、世界全体で見ると状況は異なります。2018 年の 
Global Teacher Status Index 調査では、尊敬を集め
る仕事の全世界ランキングで教師は最下位付近にラ
ンクインしているのです。教師の賃金についても、人
々がその仕事に見合っていると考える金額よりも概
して低いことがわかりました41。

こうした問題を解決するためには相当な努力が必
要です。そんななか、テクノロジーが力を発揮できる
分野の一つとして、「教師の時間創出」が挙げられま
す。ある研究は、現在教師が時間を費やしている採点

や授業計画作成、事務作業といった種類の業務のう
ち、20～40% はテクノロジーを使って処理できること
を示唆しています42。AI だけを利用する場合でも、特
定業務の自動化により週 13 時間を生み出せるとして
います43。労働時間の短縮だけでは教師の離職を止
めることはできないかもしれません。しかし教師の負
担軽減や、専門能力開発に振り向けられる自由時間
の創出につながり、スキル向上や教師同士の幅広い
交流などにその時間を活用できます。このほか、AIを
活用した「学習分析」領域も裾野が拡大中です。生徒
の学習状況をきめ細かく把握したり、効果的な指導方
法や関わり方についてアドバイスを受けたりできる機
能を備えています。 

テクノロジーが力を発揮で
きる分野の一つとして、「教
師の時間創出」が挙げられ
ます。
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

こうした機会を最大限に実現させるために今後教師
に必要となるのは、「データ リテラシー」「社会性と情
動性」などの教育上の新しい優先テーマに取り残さ
れないよう、絶えずスキルを向上していくための時間
の確保です。研究者の間では、教師の知識やスキルを
最新の内容に保つには、専門能力開発のより良いア
プローチが不可欠である、という見解が広く受け入
れられています44。教師の専門能力開発として現時点
で最も一般的な方法は、研修やセミナーに足を運ぶ
ことです。ある研究は、オンライン研修への参加経験
がある教師は全体の半分以下であり、また教員同士
の幅広い交流が能力開発を促す効果的な方法であ
るにもかかわらず、そうした交流を実践参加している
教師はごく少数であると指摘しています45,46,47。オンラ
イン プラットフォームでは、従来型のセミナーや交流
方法とは対照的に、移動を伴うことないため時間も
合わせやすく、より頻繁に参加できる学びや交流の場
となります。それが教師を支え、その役割の達成につ
ながる大きなチャンスを生み出します。

教師の役割が「知識の門番」から「学びの指揮者」に
変わっていくなかで重要なのは、教師の活躍と教育界
の継続的成長、その双方をを両立させる適切な体制
と支援が用意されていることです。その中には、職業
としての教師への評価を全世界で引き上げること、AI 
テクノロジーを使って教師の事務管理作業の負担を
軽減して時間的余裕を生み出しすこと、継続中の専門
能力開発における多くの柔軟な機会を教師に提供す
ることなどが含まれます。指導と学びの方法を進化さ
せるためには、必要なツールの整備、時間的余裕の創
出のほか、仕事に見合った尊敬を集めることが欠か
せません。そうしてはじめて、教師は生徒を導き、育て、
意欲を引き出すことに継続的に取り組むことができる
ようになります。
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

2030 年までに必要となる全世界の教員数
世界全体で初等教育、中等教育を実現するために必要な全世界の教員数

（5 年ごと）2020 年、2025 年、2030 年 

必
要

な
採

用
人

数
(単

位
：

百
万

人
)

～2020 年 ～2025 年 ～2030 年

出典:  ユネスコ「The World Needs Almost 69 Million New Teachers to Reach the 2030 Education Goals」（2016 年）
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欠員補充
(中等教育)

新しいクラスへの
人員募集
(中等教育)

https://unesdoc.unesco.org/ark:/48223/pf0000246124
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

教師の時間創出において AI が果たす役割
時間を再分配できる可能性、1 週間あたりの時間数*

*各数値の合計は、端数の処理により全体と一致しない場合があります。カナダ、シンガポール、英国、米国の回答者の平均値を示しています。  
出典:  McKinsey「How artificial intelligence will impact K-12 teachers」（2020 年）
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アドミン業務

5.0

生徒への評価や
フィードバック

6.5

生徒へのコーチングや
アドバイス

能力向上・開発

4.5

3.0

その他の作業時間再配分可能な時間

https://www.mckinsey.com/industries/education/our-insights/how-artificial-intelligence-will-impact-k-12-teachers
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

“ 教育におけるテクノロジーの力は [教育
のあり方を変える強力な力であり]、学習
体験を変え、教育者の役割と本質を変え
ていきます。知識伝達の取り組みは、も
はやそこまで重要ではなくなっています。
その代わりに、教師は優れたコーチ、優
れたメンターやソーシャルワーカー、キャ
リア アドバイザーになることが求められ
ています。

Andreas Schleicher 氏
経済協力開発機構（OECD）教育スキル局長、兼事務総長教育政策特別顧問、グローバル
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

実行されているアイデア | 米国

教師の時間創出をサポート
教育テクノロジー プラットフォームの Gradescope は、AI を活用して教師の採点
業務の負担を軽減しています。生徒が紙で提出したワークシートはスキャンされ、
各学習者のプロフィールと自動的にリンクする PDF が作成されます。このデータに
より、教師は生徒の成長を後押しできる多彩なパターンを見出すことができます。ま
た、ツールが AI を使ってクラス内での似たような回答をグループにまとめてくれる
ので、教師は生徒別ではなく問題別に採点できます。つまり教師は、何枚ものワーク
シートをめくることなく 1 種類のフィードバックを複数の生徒に返すことができるた
め、大幅な時間の節減につながります48。 
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

実行されているアイデア | フランス

教師のための優れた 
オンライン サポート
2020 年、フランス政府は教師向けの無料オンライン プラットフォーム 
TNE（Territoires Numériques Éducatifs）を公開。オンラインのトレーニング研修に
参加でき、使用料不要の公認指導教材バンクにアクセスできる場となっています。デ
ジタル テクノロジーに関連した、幅広い領域に関する教師の理解と自信を高める
ことを目的としています。教材の利用範囲の拡大を促進するため、保護者も一部の
トレーニングにアクセスできるようになっています49。 
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

実行されているアイデア | グローバル

世界規模で教師の地位を高める
Global Teacher Prize（世界教師賞）は、教師という職業に対して多大な貢献をした 1 
人の教師に感謝の意を表することを目的に、年に 1 回 100 万ドルが授与される賞で
す。各分野から選ばれた上位 50 名のファイナリストが、Global Teacher Prize アンバ
サダーのグループに加わります。この賞は、教師の活動内容を表彰して称えることで、
教師という職業の地位を世界規模で高めることを目指しています。2015 年の設立以
来、300 名のアンバサダーが Global Teacher Prize コミュニティに加わり、教職員に対
する認識に変化をもたらしていると同時に、世界 60 か国の政策や慣行にも影響を与
えています50。 

トレンド 3:  教師の役割を引き上げる
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google の 
視点
教師の役割を引き上げる

Google は、テクノロジーの進化により教育の黄金時
代を実現できると確信しています。教育の黄金時代と
は、教師が生徒の個別ニーズに対応でき、学びが一人
ひとりのものになっている時代です。たとえば、AI を活
用したテクノロジーを利用することで、教師は事務作
業に費やす時間を短縮でき、その時間を指導や専門能
力の開発に充てやすくなります。同時に、生徒はこれま
で以上に多くの情報にアクセスできるようになっていま
す。教師はその特別な立場を活かして生徒のガイド役
となり、学習体験を最大限に活かせるよう生徒をサポ
ートします。 

トレンド 3:  教師の役割を引き上げる
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google – 教育の未来

テクノロジーが指導と学習経験の境界を取り払って一
体化させるとき、、これまでの限界を突破することがで
きます。Google はこの限界に日々挑み続けています。こ
の思いは、教師のワークフローの合理化により指導と
学習の簡素化を支援する Google Classroom 開発の原
動力となりました。昔の教師のワークフローは、課題を
作成したらコピー機でコピーを取り、各生徒に課題を
手渡しして完成させるように伝え、課題を一つずつ手作
業で採点したら次の週に成績とフィードバックを生徒に
渡す、というような内容だったかもしれません。このプロ
セスは一定期間内に手作業で終わらせる必要がありま
す。各生徒をよく理解したり、タイミングよくサポートした
りするために使えたかもしれない貴重な時間を奪って
しまうのです。加えて、昔ながらの教師のワークフローで
は、クラスの成績の概要をすぐに表示したり、教師が時
間をかけて各個人の学習パターンをよく観察したりす
ることが難しい場合があります。Google Classroom で
は、教師が簡単に課題を作成し、デジタルコピーを作成
して生徒に配布できます。さらに、リアルタイムで生徒の

反応を受け、課題を自動採点して、クラス全体と生徒
個人の両方の成績を確認できます。しかもこれらすべ
てを、わずか数クリックで行えます。このようなツールに
よって生徒と教師が学習をより速く効果的に進められ
るようになり、最も大事な活動、つまり教育という素敵
な仕事のために費やせる時間の創出ににつながるは
ずだと、Google には信念があります。より詳しい確認
が必要な記述式課題では、かつては時間がかかってい
た盗用の確認も、ワンクリックで完了できます。Google 
Classroom の独自性レポート機能では、Google 検索
を活用して、生徒の提出物を数千億ものウェブページ
や 4,000 万冊を超える書籍と比較できます。 
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Google Workspace for Education は、あらゆる人に向
けた指導と学びの充実につながる、使いやすい一連の
ツールを教師に提供しています。たとえば Google フォ
ームでは、従来のように長時間を費やすことなく教材を
作成できます。その中には、クラス内アンケートや出席簿
の作成、形成的評価の構築、有用なクラス内データの収
集などが含まれます。また、教師の業務の整理や授業計
画の作成を支援するため、Google ドキュメントでインタ
ラクティブなチェックリストとスマートチップの機能を提
供しています。関係者をタグ付けして業務や日程を割り
当て、Google ドライブのファイルを簡単に埋め込み、完
了した項目に完了済みのマークをつけるなどの操作が
可能です。 

Google が指導者エクスペリエンスを高めるツー
ルを開発するにあたり、柔軟性は最優先事項で
す。ChromeOS に組み込まれたスクリーンキャスト ア
プリを使えば、コンテンツを生徒と教師の両者が提出、
記録し、それらをいつでも確認できます。加えて、コンテ
ンツ作成者が授業やデモの録画、編集、文字起こし、共
有をすることによって、録画のカスタム ライブラリを構
築することもできます。タッチスクリーンやタッチペンで
スクリーンに図を描いたり文字を書いたりすることで、
重要概念の図示や解説ができます。文字起こしの際に
は、関連した箇所を削除するだけで、簡単に動画を編
集可能です。誰もがコンテンツを利用できるようにする
ため、生徒は自分が選んだ言語に文字起こしを翻訳す
るオプションを利用できます。

https://edu.google.com/intl/ALL_ja/workspace-for-education/editions/education-fundamentals/
https://edu.google.com/for-educators/product-guides/forms/?modal_active=none
https://edu.google.com/for-educators/product-guides/forms/?modal_active=none
https://cloud.google.com/blog/products/workspace/next-evolution-of-collaboration-for-google-workspace
https://support.google.com/docs/answer/10710316?hl=ja
https://support.google.com/docs/answer/10710316?hl=ja
https://blog.google/outreach-initiatives/education/theanywhereschool-chromebook/
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パート 2: 指導と学びの方法を進化させる

Google は、事務作業の負担軽減やプロセスの簡素
化から、生徒の学習パターンの迅速な把握や協働的
かつ魅力的な授業づくりの支援まで、指導と学びの進
歩に貢献できるテクノロジーの可能性を信じていま
す。Google のツールと自由な時間を手に入れたとき、
教師は最大限の力を発揮することが求められ、驚くべ
き成果を生むでしょう。今後の 5～10 年を考えると、教
師の役割は変わっていくかもしれない一方で、生徒の
人生を変える教師の力はこれから大きくなっていくと 
Google は考えています。Google の取り組みの中核に
教師との関係性が存在する、多くの理由の一つがここ
にあります。教師は Google にとってベータ版のテスタ
ーであり、非公式なコンサルタントであり、Google が
手がける実に多くの機能や改善のアイデアの源になっ
ています。 

Google は教師の役割を引き上げることで、教育も引
き上げているのです。

Google は教師の
役割を引き上げる
ことで、教育も引き
上げているのです。

トレンド 3:  教師の役割を引き上げる





55

世界中の誰もが世界のあらゆることを学べるよ
うにするという Google の目標について詳しく

は、learning.google をご覧ください。

http://learning.google/
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用語集

アダプティブ ラーニング
特別な学習ニーズに対応するために、個々
に合わせたリソースと活動が生徒に与えら
れる学習の一種51。

人工知能（AI）
コンピュータにさまざまな高度な機能を
実行させることができる一連のテクノロジ
ー52。

支援技術（AT）
障がいのある人々の学習、仕事、日常生活
の質を高める製品、機器、システム53。

拡張現実（AR）
実世界の物体と融合されたテキスト、画像、
音声、その他のバーチャルな拡張機能の形
で、情報をリアルタイムで使用すること54。

ディープ ラーニング技術
音声認識、視覚的物体認識、物体検出、新
薬発見、ゲノミクスなどの、大量のデータを
扱う分野で画期的な成果を生み出してい
る、機械学習と人工知能を組み合わせた
技術55。

指導の個別化
各学習者の学びの希望に合わせた指導。学
習目標は全生徒で共通だが、その指導の方
法やアプローチは、各生徒の希望によって
異なる。効果的なアプローチについての研
究報告も加味56。

デジタル アシスタント
インターネットに接続され、話しかけられた
質問や指示を理解でき、質問への答えを発
見するために設計されたコンピュータ プロ
グラムやデバイス57。

体験学習
生徒が「やってみることで学ぶ」と同時に体
験の振り返りからも学ぶ、参加型の学習プ
ロセス58。

e ラーニング
インターネットや企業のイントラネットなどの
電子メディアを利用して能力や知識、スキルを
獲得すること59。

ゲーム学習
明確な学習成果が設けられたゲームプレイの
一種60。

ゲーミフィケーション
ゲームデザインの要素を教育環境に取り入れ
ることで、学習者のモチベーションと関与を高
めるアプローチ61。

学習の個別化
さまざまな学習者の学習ニーズに寄り添った
指導。学習目標は全生徒で共通だが、生徒は
自身の学習ニーズに応じて思い思いの進度で
学習を進めることができる。たとえば、ある単
元の学習を他の生徒よりも時間をかける。学習
済み単元は飛ばす。あるいは、理解が進んでい
ない単元を繰り返して学習する生徒もいること
が想定される62。

学びの喪失 
個別または全般的な知識やスキルの喪失、あ
るいは学業の進捗が取り消しになること。生徒
の教育における空白期間の延長や断絶によっ
て起こることが最も多い63。

メタバース 
コンピュータによって生成された環境とふれ合
い、他のユーザーと交流できるバーチャル リア
リティ空間64。

パーソナライズ （指導と学習両方の個
別化） 
学習ニーズに寄り添い、学習の好みに合わせ、
さまざまな学習者の特定の興味に合わせた指
導。完全にパーソナライズされた環境では、指
導方法や学習ペースと同様に、学習の目標と
コンテンツもすべて異なるものになる可能性
がある（よって、パーソナライズには指導の個別
化と学習の個別化が含まれる）65。

プロジェクト ベース学習 
興味深くて複雑な、実生活の質問、問題、課題
を調査し、その問題への答えを見つけるため
に長期間取り組むことを通じて、生徒が知識
やスキルを獲得する指導手法66。

STEM 教育 
科学、技術、工学、数学や、これらの分野に特
有の知識、スキル、考え方を取り入れた、科目
横断型の指導手法67。

バーチャル リアリティ（VR） 
人が参加できる場所や状況を表現するよう
な、コンピュータで作られた画像とサウンド
の集合体68。

用語集
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Google の調査方法

Google の目標は、変容する世界で成功し、多様性と公平性を備え
た繁栄する社会を積極的に協力して築いていくために必要な知
識、考え方、スキルセットを身に付け、ツールセットを開発できるよ
う、学習者をサポートすることです。 

この目標を実現するため、Google は調査パートナーの Canvas8 と
共同で、新たに形成されつつある未来の教育エコシステムについて
理解を深めることを目的とした国際調査を実施しました。

調査手法
世界各国で実施した調査の内容は次のとおりです

•	� 政策の専門家、教育分野の学術研究者、地域の代表者、学校の校
長や教師、教育テクノロジーのリーダーなど、教育における世界
的または各地域のソートリーダー 94 名を対象にした、詳細な有
識者インタビュー。 

•	� 過去 2 年分の査読済み出版物を対象にした学術論文のレビュー
と、政策研究や教師へのアンケートを含む、教育分野の机上調査
およびメディア記事の分析‡。

マクロな視点からの質問

•	� 今後 5～10 年で、教育はどのように進化すると想定されるか。

•	� 教育や学校に関する大きなトレンドを示すものは何か。

•	� 各市場で新たに見られる教育テクノロジーのトレンドとは何か。

調査プロセス
•	� 国際的な専門家の委員会とのインタビューを実施し、教育の状況

を形作っている大きなトレンドを把握。

•	� インタビューの文字起こしをコード化し、各地域の市場で実施す
るインタビューでの議論の手引きとなる最初の仮説を設定。

•	 各地域の市場で実施したインタビューを現地の協力者がコード 
     化し、市場全体で最もよく取り上げられているテーマを特定。 

•	� 専門家やコンサルタントとのワークショップで表現を明確にし、テ
ーマを整理。

•	� 最後に机上調査を実施し、読者向けに理論や背景を追加しなが
らテーマを詳述。

インタビューは、2022 年 3 月から 7 月にかけて実施しました。

調査を実施した国は次のとおりです。
オーストリア、オーストラリア、ベルギー、ブラジル、カナダ、デンマーク、
フィンランド、フランス、ドイツ、インド、インドネシア、イタリア、アイルラ
ンド、日本、ルクセンブルク、メキシコ、オランダ、ニュージーランド、ノル
ウェー、スペイン、スウェーデン、スイス、英国、米国。見出されたトレン
ドが中等教育以後の教育にも影響を与えるとの認識から、主に初等
教育と中等教育（K-12）に着目しました。

調査パートナーとアドバイザー

Canvas8（www.canvas8.com）は、ロンドン、ロサンゼルス、ニューヨー
ク、シンガポールで戦略的なインサイトを提供している、受賞歴のある
調査会社です。人々の文化や行動の変化を理解することで、より良い組
織づくりを促進することに重点を置いています。

この調査では、世界的な非営利団体である American Institutes for 
Research（AIR、www.air.org）がアドバイザーとコンサルタントの役割を
担いました。1946 年に設立された AIR は、行動科学や社会科学の研
究と評価を行う世界最大規模の組織であり、より公平で、より良い世界
の実現に貢献するものは何かを厳密な調査によって導き出し、それに
基づいて取り組むことを使命としています。

制限事項
このレポートは、教育の未来について決定的、あるいは包括的な見解
を示すものではありません。特にテクノロジーの役割を考慮に入れた
うえで、世界中から、また教育エコシステム全体から収集した専門家
の幅広い意見をまとめ、未来を形作ると考えられるいくつかの主要な
トレンドの状況を紹介することを目指しています。このレポートに示さ
れている見解および意見は各専門家自身によるもので、必ずしもその
専門家が所属する団体、機関、組織の見解や立場を反映するもので
はありません。このレポートの目的は、24 か国に関連するトレンドに
ついての全体像を提示することです。国によって違いがあり、各市場の
中でも大きな差異があることも認識しています。Google は、全体像を
提示することで、教育者が世界で共通の課題やアイデア、機会を見い
だせるようサポートすることを目指しています。

‡Google はメディア インテリジェンス プラットフォームの NetBase 
Quid（www.netbasequid.com）を使用して、「future of education」（教
育の未来）という検索キーワードで、2016 年 12 月から 2021 年 12 月
までの 5 年間にわたる世界の英語メディア ソースを検索しました。こ
の検索で見つかった重要なイベントやトピックが、今回のグローバル
な分析に取り入れられています。

Google の調査方法

http://www.canvas8.com/
http://www.air.org/
https://netbasequid.com/
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関連レポート
本レポート「指導と学びの方法を進化させる」は、「教育の未来」レポートのパート 2 で
す。以下からパート 1 をご覧いただき、パート 3「学びのエコシステムを再編する」をお待
ちください。

パ ート  1 

新しい未来に備える
今日とはまったく様相の異なる未来が訪れようとし
ています。大きな変化に対応し、新しい未来に備える
ために必要となるスキルや考え方を生徒に身に付
けさせようと教育者が取り組むなか、この調査でイ
ンタビューした教育の専門家たちは、教育の役割を
どのように見直しているか、また、なぜ見直している
のかについて語ってくれました。

レポートの閲覧

関連レポート

https://services.google.com/fh/files/misc/v3_15112022_foe_pdf1.pdf
https://services.google.com/fh/files/misc/v3_15112022_foe_pdf1.pdf
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G O O G L E  F O R  E D U C AT I O N  に つ いて

教育環境を強化する 
プロダクト
Google for Education の各種ツールは連携して機
能することで、教育現場と学習環境に変革をもたら
します。また、生徒と教育者のそれぞれが各自の能
力を発揮できるようサポートします。

Google Workspace for Education 
Google Workspace for Education を使って、コラボレ
ーションの促進、指導の効率化、学習環境のセキュリ
ティ確保を実現しましょう。料金なしで各種ツールを
選んで利用できるほか、教育機関のニーズに合わせ
て高度な機能を追加することも可能です

Google Classroom
Google Classroom は、指導と学習を一元管理でき
る、使いやすい安全なツールです。教育者は学習環境
を管理、評価し、充実させることができます。

Google Chromebook
授業でのつながりを深めるユーザー補助機能と、ユ
ーザー情報を安全に保つセキュリティ機能を内蔵し
た、シンプルでありながら高機能な各種デバイスをご
用意しています。

Google for Education について

https://edu.google.com/intl/ALL_jp/workspace-for-education/editions/overview/
https://edu.google.com/intl/ALL_jp/workspace-for-education/editions/overview/
https://edu.google.com/intl/ALL_jp/workspace-for-education/editions/overview/


詳細は edu.google.com をご覧ください。

https://edu.google.com/
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